
代表研究者：
所 属：

流通・品質評価

成果の特徴
• ハイパースペクトル画像の被写体を検知する技術を開発しました。
• 事前にデータを学習させる必要はありません。
• RGB画像やRGB動画にも適用できます。

成果の内容

想定される用途・連携希望先
・食品工場での検査やリモートセンシングでの利用が想定されます。
・ハイパースペクトルカメラの製造企業やユーザー企業との連携を希望します。
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図1 パイの近赤外分光画像
（疑色表示）

図2 近赤外スペクトル

図3 反射率の標準偏差のヒストグラム
および背景と被写体の識別結果
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